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第 122 南極特別保護地区管理計画  

 

ロス島のハットポイント半島のアライバル高地  

 

序説  

アライバル高地南極特別保護地区（ASPA）はハットポイント半島（ロ

ス島）南西端付近（77° 49' 41.2" S, 166° 40' 2.8" E）に位置し、面積約

0.73km
2 を有する。アライバル高地南極特別保護地区はロス島ハットポ

イント半島の南西端近く（77° 49' 41.2" S, 166° 40' 2.8" E）に位置し、

面積は約 0.73 km
2である。主な指定の理由は、上層大気を研究するサ

イトとして電磁的に「静穏」であることと、物流の利便性である。本地区は

微量ガスモニタリング、オーロラ、地磁気、大気環境調査など多くの他

の科学的調査にも使われた。例えば、多くの大気データセットの質とデ

ータ取得の年数により、本地区は科学的価値が高いとされている。

1975 年の指定以降、本地区近辺に数多くのプロジェクトが発足し、アラ

イバル高地の静穏な電磁的環境を劣化させる可能性が出てきた。この

ような活動による干渉の科学的実験に対する影響は許容範囲に留める

べきであるが、干渉の程度の詳細は現在調査中である。本地区は、そ

の地理学的特徴、遮蔽物が無く地平線がよく見えること、空気が清浄

であること、物流に便利であること、また指定地区を移転すればコストが

嵩むことから、継続的に利用することが望まれている。本地区の指定は

勧告 VIII-4 （第 2 特別科学的関心地区、1975 年）におけるアメリカに

よる提案に基づく。指定期満了の延長は勧告 X-6 (1979 年 )、XII-5 

(1983 年 )、XIII-7 (1985 年 )、XIV-4 (1987 年 )、決議 3(1996 年 )、およ

び措置 2（2000 年）によるものである。本地区は決定 1(2002 年 )により

改名、番号の再割当が行われ、改訂管理計画は措置 2(2004 年 )、措

置 3(2011 年 )により提出された。電磁的静穏環境の劣化は SCAR 勧告

23-6 (1994)により認識された。本地区は南極環境領域区分（決議 3

（2008年））によると「環境 S - マクマード  -  南ビクトリアランド地質」に属

する。また本地区は南極保護生物地理区分（決議 6（2012 年））による

ACBR9 - 南ビクトリアランドに属する。  

 

1.保護地区の価値に関する説明  

当初アライバル高地は、アメリカの提案により、勧告 VIII-4 (1975, 第

２SSSI)により指定された地区である。その理由は当地区が「電磁的環

境と自然環境が「静穏」であり、上層大気測定計画に関係する微小な

信号を記録するための精密な機器の設定に理想的な状況である」ため

である。例えば、電磁的記録は長期の科学的研究の一環としてアライ

バル高地で行われ、電磁波妨害の程度が比較的低く、地球磁場の観

点からみて地理上の位置による独特な特徴のため、高精度のデータを

蓄積することができる。アライバル高地の電磁的に静穏な状況と長期の

データ収集が本地区の科学的価値を占めている。  

しかし近年、SCAR 勧告 XXIII-6 (1994)に記述されているように、スコ

ット基地とマクマード基地と関わりのある科学調査と補助業務が増加し
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たことにより、アライバル高地で局地的に発生する電磁波ノイズの程度

が増加し、電磁的に静穏であった状況がいくらか劣化したことがわかっ

た。  

本地区の科学的調査は、近傍の活動からの電磁波妨害 (EMI)の量

について、許容範囲内の低い程度の場所で実施しているようであり、ア

ライバル高地の管理計画中の目的に沿っている。しかし、最近の同区

への訪問と新しい装置の設置により、超長波ノイズ（50 Hz –  12 kHz）の

若干の上昇がみられた。これは地区外からのもの（おそらく地区から 1 

km 以内の風力タービンによるもの）と考えられる。12 - 50 KHz の範囲

でもノイズが増加しており、これはおそらく地区内の、例えば送電網配置

や設置、無停電電源装置 (UPS)のユニット増設などによると考えられる。

アメリカとニュージーランドの科学委員会は、アライバル高地でプロジェク

トを発足し、EMI を引き起こす可能性のある原因について予想される影

響を緩和する実用的な提案を行うべく詳細な分析を行っている。  

これらのような観察にも関わらず、本地区の地理学上の本来の特徴、

高い位置にあり地平線を広く見渡せること、火山クレーターの形態、近

くにあるマクマード基地（南 1.5 km、アメリカ）とスコット基地（南東 2.7 km、

ニュージーランド）からの物流の利便性などが、高層大気研究と境界層

大気サンプリングを行う上での本地区の価値を維持している。本地区と

関連機器の移動についてはどの提案にも科学的、金銭的、実践的な

制約が伴う。それゆえ現在の管理方法として適切であるのは、できる限

り EMI ソースを最小にし、これらの程度を定期的にモニターすることであ

り、それにより本地区の価値を著しく下げる脅威が特定され、適切に対

処されるだろう。  

当初の指定から、本地区ではいくつかの異なった科学プログラムが地

域内の移動の便を利用し行われてきた。特に、地平線が広い範囲で見

渡せることと、数々の活動（例：車両の移動、エンジン排出）から隔離さ

れていることが、微量ガスの測定（特にオゾン）、分光や大気微粒子の

調査、汚染検査、オーロラや電磁研究を行う上で貴重である。加えて、

アライバル高地の保護状況が物理的干渉の程度を限定するのに役立

っていたため、基地が設営されたハットポイント周辺の他の地域ほどに

は土壌や地形が干渉を受けていない。特筆すべきは、サンドウェッジポ

リゴンがハットポイント近隣のどの地域よりも広範囲に存在しており、その

面積はおよそ 0.5 km
2 であることである。比較的自然が干渉を受けてい

ない環境であるが、基地設営の影響についての比較分析や変化を考

慮する上での参考の際に価値がある。これらの付加価値もアライバル高

地が特別保護の対象となる重要な理由となる。  

本地区は地区内で長期的に得られたさまざまな高精度の大気デー

タセットにより、高い科学的価値を有する。地区内及び周辺地域からの

影響がある可能性は認識されているが、一連の長期的データ、通年観

察のためのサイトへのアクセスの良さ、地理学的な特徴、移転のコストな

どが、サイトに対する現行の保護活動を強化する理由となる。このような

研究は化学物質やノイズ汚染、特に電磁的干渉によるかく乱、地平線

の見晴らしの良さが損なわれること、および／または計装による遮蔽から
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受ける干渉に対し脆弱である。このため本地区は特別保護の対象であ

り続ける。  

 

2．目的  

アライバル高地の管理は以下を目的とする。  

・人間による不要なかく乱を防止し、本地区の価値の低下およびその

危険性を避けること；  

・特に大気研究に関する科学的調査を可能とし、これらの調査に対し

影響を与えるような機器の使用及び制御不能な装置の設置は避けるこ

と；  

・本地区において設置運用する装置の種類、個数、使用を規制し、過

度の電磁波ノイズが発生する可能性を最小限にすること；  

・地平線の見晴らしの良さが低下してしまうこと、および空に向け配置さ

れる計装による遮蔽を防止すること；  

・内燃エンジンなどの排出源からの人間によるガスまたはエアロゾルの本

地区における排出を可能な限り防止・軽減すること；  

・周辺における活動と土地利用を管理することにより本地区の価値を検

討し、とりわけ、本地区の価値を傷つける恐れがある電磁波放射発生

源を最小とし、その程度をモニターすること；  

・本地区内にある通信手段と科学装置のメンテナンス、アップグレード、

管理を可能にすること；  

・管理計画の目的達成に必要な維持管理のための立ち入りを可能とす

ること；  

・他の地域では結果を得られないというやむを得ない理由がある場合に、

科学的研究に関連した教育活動や一般への普及啓発目的のための

立ち入りを可能とすること；  

 

3.管理活動  

本地区の価値を保護するために以下の管理活動を行う。  

・不注意な立ち入りを防ぐため、本地区の位置と境界線を表示し、立ち

入り制限を明記した標識を、本地区境界線上の適切な位置に設置す

る。標識には、本地区において緊急時を除き電波の送出を禁止する旨、

また車両のヘッドライトを消灯すべき旨表示する；  

・地区内での位置を明記した標識（特別な制限も記載してあるもの）を

目立つように表示し、地区内とマクマード基地、スコット基地において本

管理計画の写しを入手可能とすること；  

・科学的あるいは維持管理の目的で本地区内あるいは境界線近辺に

設置したマーカー、標識、および建造物を良好な状態に維持し、不要

となった場合には除去すること；  

・本地区が指定の目的に合い、管理手順が適切であることを評価する

ための査察を必要に応じて行う（5 年に 1 回以上）；  

・発生源を検知し緩和するという目的の下、装置の故障を検知し本地

区の価値を損なう虞のある許容できない干渉のレベルを監視するため、

電磁波ノイズ調査を 2 年に一度行う；  
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・本地区外ではあるが近辺の破壊的な活動（例：爆破や掘削、電磁波

妨害を起こす可能性のある送信機その他の装置の運用など）を行う計

画がある場合、科学的プログラムへの弊害を最小化または皆無にする

ような緩和策を考慮した上で、適切な国内当局に事前に通知すること；  

・本地区で実施する各国の南極プログラムにおいては、活動調整官を

任命するものとする。活動調整官は、本地区内における全ての活動プ

ログラムについてプログラム間の協議に責任を負う。各国の活動調整官

は自国のプログラムによる本地区への訪問につき記録をとるものとする。

この記録には、訪問人数、日時、訪問期間、活動内容、および本地区

へのアクセス方法に関する情報を含めるものとする。本地区に対する全

ての訪問の記録をまとめるため、各国の活動調整官は、毎年一回この

情報を交換するものとする。  

・この地域で実施する各国の南極プログラムにおいては、本管理計画を

確実に実施するため協議を行い、本管理計画の要件を遵守していな

いプログラムがあることが発覚した場合、要件を遵守せしめるために適

切な措置を行う。  

 

4.指定期間  

指定期間は無期限とする。  

 

5.地図  

地図 1：ハットポイント半島を示す、第 122 南極特別保護地区アライバ

ル高地の地域概略図。近傍の基地（マクマード基地（アメリカ）、スコット

基地（ニュージーランド））、設備（SuperDARN、通信衛星受信機、風力

タービン）とルート（道路、遊歩道）の位置を示す。  

地図仕様：ランベルト等角円錐図法。標準緯線  - 第 1 標準緯線：77° 

40' 00" S；第 2 標準緯線：78° 00' S。中央子午線  - 166° 45' E。原点

緯度  - 77° 50' S。測地系  - WGS84。データはマクマード海峡測地管

理ネットワークに準拠。データ出典：地形：等高線（間隔：10ｍ）はデジタ

ル正射写真図、数値標高モデル（DEM）は航空写真（1993 年 11 月撮

影）による；万年氷の範囲は人工衛星クイックバード撮影（2005 年 10月

5 日 ）に よ る画 像 をデジタル的 に正 射 投 影 補 正 した ものによ る

（Imagery© 2005 Digital Globe、NGA Commercial Imagery Program

提供 )；インフラストラクチャー：基地設置場所の CADデータは米国南極

プログラム（USAP）（2009 年 2 月／2011 年 3 月）、ERA（2009 年 11 月）、

および USAP（2011 年 1 月）の現地調査による；遊歩道は PGC の現地

調査（2009 年 1 月／2011 年 31 月）による。  

挿入図 1：ロス島およびロス海の位置。挿入図２：ロス島上での地図１の

位置と主な地形の様相。  

挿入図 2：第 122南極特別保護地区アライバル高地の地形図。境界線、

SuperDARN、通信衛星受信機の設置位置と周辺の施設、道路（連絡

通路、遊歩道）を示す。投影法詳細およびデータ出典は地図 1 と同じ。  

 

6.本地区の説明  
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6(i) 地理的座標、境界マーカーおよび自然の特徴  

境界線と座標  

アライバル高地は (77° 49' 41.2" S, 166° 40' 2.8" E; 面積  0.73 

km2)、ロス島ハットポイント半島の南西端にある低い丘の狭い範囲を指

す。ハットポイント半島は地区境界線の南側と北側に位置するエレバス

山第一クレーターと第二クレーターを含む一連の火山クレーターで構成

されている。本地区は主に氷の張らない地域からなり、標高幅は 150m

から第二クレーターの 280m である。アライバル高地はおよそマクマード

基地の 1.5 km 北、スコット基地の 2.7 km 北西にある。本地区は広く地

平線を臨むことができ、比較的マクマード基地とスコット基地の活動地

点からは距離がある。マクマード基地の大部分は地区からの視界に入

らない。  

本地区南東の境界の角は T510 No.2 トリッグによって明示され、それ

は標高 157.3 m の座標 77° 50' 08.4" S, 166° 40' 16.4" E である。T510 

No.2 トリッグは当初の境界調査マーカー(T510)から 0.7 m 離れたところ

にある（T510 マーカーは現在存在しない）。T510 No.2 マーカーはオレ

ンジ色の鉄棒でアライバル高地への連絡通路の西およそ 7.3 m の地点

に設置されており、その場所は小さな小石の円で囲まれている。高地の

境界は T510 No.2 トリッグから直線で 656.0 m 北西にあり、第一クレータ

ーを超え標高 150 m の座標 77° 49' 53.8" S, 166° 39' 03.9" E の地点

まで延びる。境界線はそこから北に向かう 150 m 等高線に沿って、第二

クレーター北側周縁から真西の地点（77° 49' 18.6" S, 166° 39' 56.1" E）

まで 1186m 延びる。さらに、境界線は第二クレーターの真東に 398 m、

クレーター周縁を延びてアメリカ海洋観測マーカー（印字した真鍮の円

盤、77° 49' 23.4" S, 166° 40' 59.0" E、標高 282 m）が設置された地点

まで北東境界線を形成する。境界線はそこから、南方向に 1423 m、

T510 No.2 トリッグまでまっすぐに延びる。  

 

地質、地理及び土壌  

ハットポイント半島は 20 km の長さであり、エレバス山の南側面から広

がる、並んだクレーターによって形成されている (Kyle 1981)。ハットポイ

ント半島の玄武岩はエレバス火山区の一部を構成しており、主な岩の

種類はアルカリ性玄武岩質溶岩と火砕である。尐量のフォノライトと、露

出した溶岩の中間物もしばしばみられる (Kyle 1981)。空中磁気データ

と磁気モデルによると、ハットポイント半島の下に存在する磁性溶岩石

は厚さ 2 km 以下のようである(Behrendt et al. 1996)。また、最近の研究

では玄武岩のほとんどは 750 ka より新しいものであるとされる(Tauxe et 

al. 2004)。  

アライバル高地の土壌はほとんどがエレバス山の噴火により堆積した

溶岩性スコリアで、そのサイズはシルトから巨礫岩まで幅がある。永久凍

土が活性層の下層となり、地表からの厚さも様々で数センチメートルか

ら数十メートルまで及ぶ (Stefano, 1992)。アライバル高地の表層も同様

にエレベス山からのマグマ流を含み、時間とともに風化や改変がおこっ

ている。サンドウェッジポリゴンはアライバル高地のおよそ 0.5 km2 を覆い、
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本地区では物理的かく乱から保護されているため、これは近傍のハット

ポイント半島南部のどの場所よりも広い(Klein et al. 2004)。  

 

気候  

アライバル高地は頻繁に強風にさらされ、通常は近くのマクマード基

地やスコット基地よりも寒く風が強い地域である(Mazzera et al. 2001)。

1999 年 2 月から 2009 年 4 月までで、最高気温は 7.1ºC（2001 年 12

月 30 日）、最低気温は-49.8ºC（2004 年 7 月 21 日）であった。この期間、

最も温暖な月は 12 月で平均気温は-5.1ºC、最も寒冷な月は 8 月で

–28.8ºC である（データはニュージーランド国立水圏大気圏研究所

http://www.niwa.cri.nz より、2009 年 5 月 21 日）。  

1999 年から 2009 年の年平均風速は毎秒 6.96m で、6 月と 9 月に

最も風が強い時期が訪れる（データはニュージーランド国立水圏大気

圏研究所 http://www.niwa.cri.nz より、2009 年 5 月 21 日）。1999 年か

ら 2011 年の間、アライバル高地で最も強い突風は 2004 年 5 月 16 日

の毎秒 51 m (~184 km/時 )であった。アライバル高地の風向きは主に北

東で、南方の気団が周辺の地形により歪められる (Sinclair 1988)。ハッ

トポイント半島は３つの異なった気団の合流地点であり、厳しい天候の

起点となりやすい(Monaghan et al. 2005)。  

 

科学研究  

アライバル高地では数多くの長期にわたる科学調査が行われている。

ほとんどは地球大気と磁気圏に関する研究であり、それらの中には、極

低周波または超低周波、オーロラ事象、磁気嵐、気象現象、さまざまな

微量ガス（特にオゾン）などの研究分野を含む。本地区は近傍のマクマ

ード基地とスコット基地からの移動と物流の利便性が、本地区における

研究を促進している。  

アライバル高地では 1984～1985 年の南半球夏季から極低周波

(ELF)と超低周波 (VLF)データが継続的に取られている (Fraser-Smith 

et al. 1991)。南極の ELF/VLF ノイズデータはその長さと連続性が独特

であり、これはスタンフォード大学によって継続的に記録され、北極及び

中程度地方との比較が可能となった。電磁波妨害がないことと、アライ

バル高地の位置が離れていることにより、研究者が ELF/VLF 背景ノイ

ズスペクトルと、磁気圏とイオン圏の変化と連動するシューマン共鳴のよ

う な微 弱 な ELF 信 号 を測 定 する こ とが可 能 である (Füllekrug& 

Fraser-Smith 1996)。ELF/VLF とシューマン共鳴についてのデータは、

太陽の黒点、太陽粒子沈殿、地球規模の気候減尐に関する研究のた

めに取られてきた(Anyamba et al. 2000; Schlegel &Füllekrug 1999; 

Fraser-Smith & Turtle 1993)。さらには、ELF データは地球上の雲から

地面までの電光活動と雷放電活動の代用物として使用され (Füllekrug 

et al. 1999)、VLF データは電光活動とイオン圏の状況を監視するため

の地球規模ネットワークへの情報として利用されている (Clilverd et al. 

2009; Rodger et al. 2009)。アライバル高地で得られた高精度の電磁波

データから、光子静止質量の上限が 10-52 kg であることがわかった
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(Füllerkrug 2004)。これは地球イオン圏反射高度の微細な測定を基に

されている(Füllerkrug et al. 2002)。また、同じデータから中緯度〜熱帯

付近の緯度での電光と、温暖〜熱帯の気温変化に重要な関係がある

ことがわかった(Füllerkrug& Fraser-Smith 1997)。最近の研究で、広い

範囲での周波（4 Hz から 400 kHz）を感度 µV/m で測定する新しい技

術が開発された (Füllerkrug 2010)。これはアライバル高地での電磁波

環境の静穏性が求められる研究に期待できる。  

アライバル高地の南側は南半球冬季の数週間の間暗黒となり、低頻度

のオーロラ現象と昼側放射が確認される(Wright et al. 1998)。アライバ

ル高地で記録されたデータは、極光である極冠アークの動きを探索する

ことに用いられ、その結果は太陽風及び惑星間の磁場状態と関係して

いる。アライバル高地でのワシントン大学の研究者によるオーロラ観察デ

ータは、オーロラの光放射のドップラー偏移を分析することにより高度の

高い地域での風の速度と温度の測定にも用いられてきた。オーロラ研

究に加えて、磁気嵐に対する熱圏の反応を調べるために本地区で得ら

れた光学データが使用された(Hernandez & Roble 2003)。また、中波レ

ーダーが中層大気圏 (70-100 km)の風速を調べるため用いられている

(McDonald et al. 2007)。  

アライバル高地で計測できる微量ガスの種類は、二酸化炭素、オゾ

ン、臭素、メタン、酸化窒素、塩化水素、一酸化炭素などで、早いもの

では 1982 年ごろから記録されている((Zeng et al. 2012, Kolhepp et al. 

2012)。アライバル高地は、大気組成変化検出のためのネットワーク

（Network of the Detection of Atmospheric Composition、NDACC）と

地球大気観測（Global Atmospheric Watch、GAW）における重要なサ

イトとなっており、データはオゾン層の長期的発達や南半球における温

室効果ガスの密度の監視など、成層圏および対流圏の変化や大気全

体の組成の変化を監視するため用いられる。アライバル高地における測

定は南半球および南極の人工衛星による比較 (Vigouroux et al . 2007)、

大気化学モデルの検証  (Risi et al. 2012)にとって不可欠である。アラ

イバル高地はまた地表空気測定結果を相互比較するためのいくつかの

南極基準基地の一つとしても用いられている(Levin et al. 2012)。  

オゾンについては 1988 年からアライバル高地で記録され、南極でのオ

ゾン喪失はもちろんのこと(Kuttippurath et al. 2010)、長期的、季節的

変化を調べるためにも用いられている(Oltmans et al. 2008; Nichol et al. 

1991)。長期的傾向に加えて、春季に急激に起るかなりの量のオゾン喪

失についても記録されている。これは数時間の間発生する現象で、海

塩からの臭素化合物が放出されていることに起因すると考えられている

(Riedel et al. 2006; Hay et al. 2007)。対流圏の臭素レベルは本地区

では 1995 年から記録され、衛星からの測定の検証として用いられるとと

もに、オゾン喪失、成層圏の温暖化、極渦の変化と関連させて研究が

行われてきた(Schofield et al. 2006)。アライバル高地で得られた酸化

窒素 (NO2)データもまたオゾンレベルを調べるために用いられ、結果は１

日単位、年単位で変化がみられる。この変化はおそらく大気循環、気

温と化学強制によって引き起こされている(Struthers et al. 2004, Wood 
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et al., 2004)。加えて、地上のフーリエ変換分光が大気の硫化カルボニ

ルとエレバス山からの HCl フラックスを調べるため用いられている

(Kremser et al. 2015; Keys et al. 1998)。  

 

植生  

アライバル高地の地衣類は 1957 年に C.W. Dodge と  G.E. Baker

によって調査された。そこで記録された種は以下の通りである：

Buelliaalboradians ,  ナンキョクスミイボゴケ B. frigida ,  B. grisea ,  B. 

pernigra ,  コフキダイダイゴケ Caloplaca citrine ,  ナンキョクロウソクゴケ

モドキ Candelariellaflava ,  コケノウエノチャシブゴケ

Lecanoraexpectans ,  L. fuscobrunnea ,  ナンキョクヘリトリイボゴケ

Lecidellasiplei ,  Parmeliagriseola ,  P. leucoblephara、コフキシロムカデ

ゴケ Physciacaesia。アライバル高地で記録されている蘚類種はスジフク

レゴケ Sarconeurumglaciale と Syntrichiasarconeurum(BAS Plant 

Database, 2009)で、他には S. glaciale が排水溝と使用されていない車

両トラックのなかでみつかっている(Skotnicki et al. 1999)。  

 

人間活動とその影響  

アライバル高地にある設備はマクマード基地（アメリカ）、スコット基地

（ニュージーランド）の職員により年中使用されている。この２つに加え、

数多くのアンテナアレー、アンテナ、通信機器、科学調査機器とケーブ

ルが地区内のあちこちに設置されている。  

本地区で使用されている大気環境調査用の科学調査機器は、電磁

波ノイズと妨害に敏感で、現地の VLF ラジオ送受信や送電線、車両の

排気、実験室の装置にいたるまでそのノイズ発生源となる可能性がある。

地区外のノイズ発生源としてはラジオ通信、娯楽用放送システム、船舶、

航空機、衛星ラジオ送受信、航空機監視レーダーなどがアライバル高

地の電磁波環境に影響を与える可能性がある。2006 年の現地調査で

は妨害程度はマクマード基地、スコット基地での活動が進行中であるに

も関わらず許容範囲内で低かった。現地のラジオ通信や基地のノイズ

から保護するために、いくつかの VLF アンテナは第二クレーター内に設

置されている。  

許可されていない地区への立ち入りは、車両、徒歩いずれにしろケー

ブル設置や科学調査機器に損害を与えると考えられている。ただしそ

の損害の程度と影響は科学的には解明されていない。2010年初めから

USAP 棟にはカメラが設置されており地区の実験棟に続く道路への交

通移動を監視している。  

本地区近傍に最近設置された設備としては、2010 年にアライバル高

地にあるニュージーランドの研究所での FE-Boltzmann LiDAR、国際短

波 レ ー ダ ー 観 測 網 (Super Dual Auroral RADAR Network 、

SuperDARN)アンテナアレー(2009-10 年 )、２つの衛星地上局受信機な

どがある（地図２）。SuperDARN アンテナアレーは低周波 (8 –  20 MHz)

で電波信号を送る。主な送信方向は地区の南西で、その設置はアライ

バル高地の実験への影響を最小にするように位置が選定された。２つ
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の衛星地上局受信機 （ジョイント極軌道衛星システム Joint Polar 

Satellite System JPSS (JPSS)、MG2）は近くに設置されている。受信機

の一つが送信する機能を備え（周波数レンジ 2025 –  2120 Hz）、本地

区の放射が最小になるように測定が行われている。  

2009-10 年の南半球夏季に、３つの風力タービンが地区のおよそ 1.5 

km 東、クレーターヒルに設置された（地図１）。タービンからの EMI 放射

は電子機器のための標準規格に従う必要がある。しかし、新設の風力

タービンからの EMI としてアライバル高地において超低周波データセット

が検出され、タービン変圧器、発電機、電気系統が EMI の発生源とな

っている可能性がある。VLF域における干渉はアライバル高地を稲妻の

電波パルス測定（例：AARDVARK による実験）などの科学的研究に適

さない地域としてしまうのに十分である。このため、VLF 域における電波

妨害がより尐ないスコット基地に第二アンテナが設置された。  

1992 年から、アライバル高地では大気環境のモニタリングが常に行

われている。最近の研究では大気の質が低下していると報告があり、こ

れはおそらくマクマード基地やスコット基地における建設や車両の運転

などから発生する排気によるものであろう (Mazzera et al. 2001)。大気環

境サンプルの調査から、高い濃度の汚染誘導物質（元素炭素、二酸

化硫黄、鉛、亜鉛）や PM10（空気動力学的直径 10 µm 以下の粒子）

エアロゾルが、他の海岸や南極サイトより高い値で検出された。  

 

6(ii)本地区への立ち入り  

本地区への立ち入りは陸路で車両または徒歩で行う。本地区への

連絡通路は南東から入り研究所へ続いている。本地区には何本かの

車両通行路があり第一クレーターの衛星地上局から第二クレーターの

麓まで続いている。徒歩での立ち入りは連絡通路を使って行う。  

航空機を用いた立ち入りや上空の飛行は禁止されている。許可証に

よって特別に許可されている場合は使用が認められるが、その場合は

立ち入り前に研究プログラムを支援している適切な当局に報告されなけ

ればならない。  

 

6(iii)本地区の内部および付近にある建造物  

ニュージーランドとアメリカにはいずれも本地区内に研究用と宿泊用

の設備を持つ。ニュージーランドは 2007 年 1 月 20 日に新しい研究所を

開設し、古い建物は本地区から撤去された。アメリカは本地区に１つの

研究所を持っている。アンテナアレーとアンテナは科学的調査の必要に

応じ本地区の所々に設置されている（地図２）。2008 年 12 月に新しい

VLF アンテナがアライバル高地に設置された。衛星地上局 (SES)は本

地区の第一クレーター上の境界線から数メートル内側に位置している

（地図２）。  

SuperDARN アンテナアレーは本地区のおよそ 270 m 南西にあり、２

つの衛星地上局受信機が本地区のおよそ 150 m 南西に位置する（地

図２）。  
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6(iv)本地区の付近にあるその他の保護地区の位置  

アライバル高地の最も近傍にある保護地区はロス島に存在し、以下

の通りである。1.3km 南西にあるハットポイントのディスカバリー小屋 (第

158 南極特別保護地区、以下同 )、22 km 北にあるエバンス岬 (第 155)、

32 km 北にあるバックドア湾 (第 157)、北北西 35 km にあるロイズ岬 (第  

121)、40 km 北にあるエレバス山の頂上近くの、ロス海域高地地熱発電

サイト（第 175）、50 km 北東にある 1979 年の DC-10 旅客機墜落地点

であるルイス湾 (第 156)、バード岬の 65 km 北にあるニューカレッジ谷

(第 116)、北東 70 km にあるクロジエ岬 (第 124)、ロス棚氷を 35 km 南

に横切った場所にあるホワイト島北西部 (第 137)。第二南極特別管理

本地区であるマクマードドライ谷はおよそ 50 km 西に位置する。  

 

6(v)本地区の制限区域及び管理区域  

なし。  

 

7.許可証の条件  

7(i)許可証発給の一般条件  

本地区への立ち入りは適切な国内当局から発給された許可証に従うも

のを除き禁止されている。本地区への立入許可証を発給する条件は次

の通りである。  

・大気や磁気圏に関する科学的調査、あるいは他のいかなる地域でも

行うことができない科学的目的のためであること  

・本地区内の移動は必要な装置への行き来のみという条件の下、科学

調査関連の装置や機器（安全運用を含む）の運転、管理、メンテナンス

を行う場合  

・本地区で行われている科学研究に関係し、他のどの地域でも代替で

きない教育や普及啓発活動を行う場合。この場合、訪問者が訪問する

設備の許可証保持者が引率すること  

・査察や検討評価といった計画の目的に沿った不可欠な維持管理の

ためであること  

・許可される活動は本地区の生態的科学的価値あるいは他の許可活

動に危害を与えないものであること  

・いかなる管理活動も本管理計画の目的に合うものであること  

・許可された活動は本管理計画に沿ったものであること  

・許可証あるいはそのコピーを本地区内で携帯すること  

・許可証に記載された当局に報告書を提出すること  

・許可証は期限つきで発給されること  

 

7(ii) 本地区への出入りおよび本地区内での移動方法  

本地区への立ち入りは車両あるいは徒歩によるものとする。航空機の

離着陸と上空の飛行は、特別に許可された許可証がない場合を除き

禁止されている。航空機利用の際には、適切な当局または科学研究を

支援している当局へ航空機利用の計画を文書で事前に通知しなけれ

ばならない。科学研究への障害を最小限にするため、航空機利用の時
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間と場所が適切に調整されなければならない。  

車両と徒歩での移動は許可された目的に対し必要最小限であること。

また、科学研究への影響を最小限にする努力がなされること。例えば、

本地区へ車両で進入する場合は車両の使用を最小限に調整する、な

ど。  

車両は、許可証に特別に記載されていない限り、地図２に示された

車両用道路を使用しなければならない。歩行者も、使用できる道路があ

る場合はできる限りそれを使用すること。ケーブルや装置を移動させると

きは、それらは損傷を受けやすいため、手動または車両移動に関わらず

注意が必要である。暗い時間帯に移動する時は、光に敏感な装置へ

の損傷を避けるため車両ライトのスイッチは切ったまま装置へ近づくこ

と。  

 

7(iii)本地区内において実施が許可される活動  

・本地区の科学的価値を損なわない、あるいは実施中の研究活動に干

渉しない科学的実験  

・科学研究のための新しい装置の設置を含む必要不可欠な管理活動  

・本地区以外では実施し得ない、教育目的の活動（ドキュメンタリーの

記録（写真、音声、文書）あるいは教材製作や教育サービス提供のた

めの活動）  

・訪問者による携帯用ラジオ、車両搭載ラジオの使用は許可されている。

ただしそれらの使用は最小限に抑えるものとし、科学的、管理目的、安

全目的のための使用に限られる  

・科学研究の遂行に役立ち、損害を与えない電磁波ノイズ調査  

 

7(iv) 建造物の設置、改築又は除去  

・許可証に記載されている場合を除き、いかなる建造物の建築も禁止さ

れている。  

・研究小屋設備の外にある全ての建造物や科学装置、標識は、許可

証によって許可され、所属国と調査者の名前、設置年を明記しなけれ

ばならない。許可証の期限が切れた場合のこれら建造物や科学装置、

標識の撤去は許可証を発行した当局が責任を負い、許可証の条件に

含まれなければならない。  

・サイトの選定を含めた機器の設置、メンテナンス、改良、撤去は環境

への干渉を最小限にする方法により行うものとし、本地区の価値、特に

電磁的に静穏な環境を損なわない方法で行うものとする。設備は本地

区の環境汚染リスクを最小にする材料により成るものとする。装置の撤

去時期は許可証に記載されなければならない。  

・現場における連絡に最低限必要な低出力のトランシーバーを除き、新

しいラジオ電波 (RF)送受信装置を本地区内に設置することは禁止され

ている。本地区に持ち込まれた装置から発する電磁波放射は、特別に

許可された物でない限り、現行の調査に対し不利な影響を与えるもの

であってはならない。本地区内の電子機器には、電磁波ノイズを最小に

するため適切に保護されるという予防措置がなされるべきである。  
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・建造物や装置の設置あるいは改良の場合、各国の手順に従って、本

地区の価値に対する影響を評価しなければならない。提案内容、影響

評価を、適切な当局により要求されている手続とともに、国のプログラム

の活動調整を行う調査員に提出するものとする。調査員は提出された

文書を本地区の他の活動調整員に通知するものとする。活動調整員

は国のプログラム責任者や関係者と本地区の科学的価値や自然環境

に与える可能性のある影響について協議の上、提案の評価を行う。活

動調整員は互いに協議し提案書の受理から 60 日以内に勧告を行う

（提案通りの実施、提案の改正、さらなる評価の必要性、提案の却下）。

国のプログラムはその提案を実施するかどうか、また、その場合の条件

を調査員に通知すること。  

・本地区外ではあるが本地区に近傍な場所での EMR を発する建造物

や装置の計画、設置、改良の場合、それらの本地区の価値に対し影響

を及ぼす可能性があるかにつき考慮しなければならない。  

・許可証の期限が切れた建造物や標識の撤去については許可証発行

当局が責任を負い、この撤去は許可証の条件に含まれなければならな

い。  

 

7(v)フィールドキャンプの位置  

本地区内での野営は禁止されている。宿泊のために設置された建物

での宿泊が認められている。  

 

7(vi)本地区内に持ち込むことのできる物質および生物に関する制限  

・本地区内における、内燃エンジンなどの排出源からの人為的なの気

体あるいはエアロゾルの大気への排出は、最小化あるいは可能な限り

ゼロとしなければならない。本地区内における恒久的な人為的な気体

やエアロゾルの排出は科学実験を妨害するためこれを禁止する。  

 

7(vii) 在来の植物および動物の採取又はこれらに対する有害な干渉  

在来の植物および動物の採取又はこれらに対する有害な干渉は、そ

の目的のための許可証が適切な議定書付属書 II 第３条の規定に基づ

き、国内当局から発行されていない限り禁止されている。  

 

7(viii) 許可証の所持者によって本地区に持ち込まれた以外の物の収

集および撤去  

・許可証に沿う場合のみ物質を採取あるいは除去することができる。た

だし科学的にあるいは管理上必要最低限の場合に限る。  

・本地区の価値を損なう可能性のある人由来の物質で、許可証の所持

者や許可された人物、当局が持ち込んだものではないものは、それを撤

去した場合に生じる影響が放置した場合に生じる影響よりも大きい場

合を除き、その場所から撤去することができる。その地域からの撤去によ

る影響が放置した場合の影響よりも大きい可能性がある場合、その旨を

国内当局に通知しなければならない。  

・許可証保持者以外によって持ち込まれたいかなる物品の除去に関し
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て、適切な国内当局に通知しなければならない。  

 

7(iｘ) 廃棄物の処分  

し尿を含む全ての廃棄物を本地区から除去すること。  

 

7(x) 管理計画の目的達成の継続に必要な措置  

1) 本地区への立入許可証は、科学的モニタリングや現地査察活動を

行う場合に発給される。当該活動には分析や検討評価、保護措置の

ためのデータ収集が含まれる。  

2) 長期モニタリングのためのサイトはいずれも現地および地図において

適切に表示するものとする。  

3) 特定の科学調査用の電磁波周波数帯で、干渉からの特別な保護

が保証されている場合、本地区内の活動中締約国に通知する必要が

ある。その周波数帯以外の電磁波ノイズの発生はできる限り抑えなけれ

ばならない。  

4) 許可証に沿った内容である場合、また、了承された周波数帯と出力

レベル以外での意図的な電磁波ノイズの発生は禁止されている。  

 

7(x) 報告要件  

・締約国は許可証の代表保持者が、実施した活動について適切な国

内当局に報告書を提出することを確約する。この報告書には必要に応

じ、南極特別保護地区管理計画準備ガイドラインに記載された訪問報

告書が示す事項を含むようにする。  

・締約国はこれらの活動の記録を保管し、自国の管轄対象者が行った

活動について管理計画の効果を評価するに足る内容の要約を毎年の

情報交換の中で提供するものとする。締約国は可能な限り利用記録を

保管し、管理計画の見直し及び本地区における科学的活動の実施に

役立つよう、報告書の原本あるいは写しを公的に利用可能な公文書保

管所に保管する。  

・許可証で許可されていないいかなる活動、実施された措置、持ち込ま

れた後撤去されていない物品は、これにつき適切な当局に通知するも

のとする。報告漏れがある場合も、いっさい当局に報告するものとする。  
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